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L二二二二三三二』

臆（上）文部科学大臣賞を受賞した安富さん。漢（右下）真剣に

作句に取り組む参加者の皆さん。手前の投句箱へ、想いをこ

めて投句します。萱（左下）当日投句作品の席題。この日は、「青

葉」と「夏霞」でした。12時30分までの制限時間内に、この季

語を五・七・五の17文字に込めます。
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都
留
市
ふ
れ
あ
い
全
国
俳
句
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

5
月
2
9
日
（
土
）
、
都
留
市
文
化
会
館
に
お

い
て
、
第
1
7
回
都
留
市
ふ
れ
あ
い
全
国
俳
句

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

応
募
作
品
の
部
は
、
平
成
2
1
年
1
2
月
2
1
日

か
ら
平
成
2
2
年
2
月
1
9
日
ま
で
募
集
を
行
い
、

一
般
部
門
に
は
全
国
か
ら
2
．
8
7
6
句
、

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
部
門
に
は
8
つ
の
大
学

か
ら
1
2
6
旬
の
投
句
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
そ
の
応
募
作
品
の
部
の
表
彰
と
、

当
日
投
句
作
品
の
部
の
投
句
・
表
彰
が
あ
り
、

参
加
者
か
ら
4
0
、
4
句
の
投
句
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
俳
誌
「
狩
」
副
主
宰
で
あ
る
片
山
由

美
子
先
生
を
お
招
き
し
、
「
『
た
だ
ご
と
』
と
い

う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、

多
く
の
俳
句
愛
好
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

各
部
門
選
者

一
般
部
門

稲
畑
汀
子
・
大
串
葦
・
鍵
和
田
和
子

金
子
兜
太
・
黒
田
杏
子
・
廣
瀬
直
人

深
見
け
ん
二

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
部
門

長
谷
川
擢
・
正
木
ゆ
う
子

当
日
投
句
作
品
の
部

井
上
康
明
・
小
林
波
留
・
堰
　
高
嶺

松
川
樹
海
・
山
本
琴
嶺

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

1
2
時
3
0
分
投
句
締
め
切
り


